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令和３年 第 1回 武豊町教育委員会 会議録 

開催日 令和３年１月 14 日(木) 

場 所 武豊町役場 全員協議会室 

出席委員の氏名 

教 育 長 加藤 雅也 

教育長職務代理者 久田 徳彦     委 員 小藤 省吾 

委 員 永田 淑子 委 員 出口 智康  

出席職員の氏名 

教 育 部 長 木村 孝士 学 校 教 育 課 長 森田 良孝 

生 涯 教 育 課 長 伊藤誠一郎 ス ポ ー ツ 課 長 田中 孝往 

町民会館事務長 藤井 信介     歴史民俗資料館長 山下 恵広 

中 央 公 民 館 長 石田  修     生涯学習課課長補佐 西川 正洋 

町民会館事務長補佐 青木  隆     スポーツ課課長補佐 横田  覚 

給食センター所長 森田 明男     学校教育課課長補佐 藤井 千絵 

学校教育指導主事 岩田 圭司     学校教育指導主事 稲垣  勉 

                                  ：欠席者 

 
１．開会 午前９時 30 分 

 
２．開会宣言並びに第１1 回定例会 会議録の承認 

（教育長） 出席委員４名を確認し，会議の成立及び第１回定例会の開会を宣言する。 

（教育部長） 次に前回の会議録のご承認をお願いします。会議録につきましては事

前にお渡ししておりますので，すでにご確認いただいていると思います。こ

の会議録について，ご意見，ご質問等あればお願いします。 

《意見なし》 

（教育部長） 特にご意見等もないようですので，前回の会議録は承認とします。会

議録への署名と押印は，この会議が終わりましたら，担当がお願いに行きま

すので，よろしくお願いします。 

（教育部長） それでは教育長報告をお願いします。 
 
３．教育長報告  

12／10  定例教育委員会  

12／15 文教厚生委員会 

12／17  第一次知教委面談（知多市勤文） 

  12／18  定例校長会 議会採決 

12／23  ５町教育長会（南知多） 

    1／ 4  新春懇談会 
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    1／ 6  知教協幹事会 

     1／10  成人式 

   1／13  知教協 

   1／14  定例教育委員会 ＧＩＧＡスクール学校訪問 

 
（教育部長） 議事進行を教育長にお願いします。 
 

４．議   事 

議案第１号 武豊町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則について 

（教育長） それでは，議案第１号「武豊町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に

関する規則について」，事務局の説明をお願いします。 

（学校教育課課長補佐） 資料１をご覧ください。始めに、この規則を制定することにな

った背景からご説明します。「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に

関する特別措置法」いわゆる給特法の改正により、「公立学校の教育職員の業

務量の適切な管理その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の

健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関する指針」が規定されまし

た。この指針に基づき、服務監督権者である本教育委員会におきまして、在校

等時間の上限等に関する方針を教育委員会の規則において定める必要が生じ

たため、新規制定するものであります。 

趣旨について、第１条で 目的と対象範囲を規定しております。この対象と 

なる教育職員とは、武豊町立小中学校に勤務する校長始めすべての教諭を指し

ております。次に、教育職員の業務量の適切な管理について、第２条で １月、

１年の範囲においての在校等時間（学校教育活動に関する業務を行ってる時

間）の、上限時間を規定しております。  

次に、委任について、第３条で規定しております。なお、「武豊町立学校の

教育職員の業務量の適切な管理等に関する方針」において、この規則に規定す

るもの以外の、業務量の適切な管理や、健康及び福祉の確保を図るための措置

について必要な事項を定めております。 

（教育長） ご質問等がありましたら挙手をお願いします。 

（教育委員） 規則に示してある勤務時間外の労働時間の上限や、方針にある文言などは、

上位法に基づいて作られたものでしょうか。また、時間外の労働時間について

の上限はどのように実施していきますか。 

（学校教育課課長補佐） 規則や方針の中身については、すべて上位法に基づいて作成し

ております。勤務時間外の労働時間の上限や文言なども、上位法に準じており

ます。実施の方法については、武豊町教育委員会で多忙解消プラン策定委員会

を立ち上げ、実施に向けた課題や具体的な取組について、今後とも教職員を交
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えて協議していきます。 

（教育委員） 規則や方針については、労働基準法で定められたものとなっています。法

律的な根拠を基に、上限時間等が規則や方針で定められたことになります。 

（教育委員） 多忙化解消プラン策定委員会を立ち上げるなど、いろいろな対策の中で、

教職員の長時間労働が減ってきています。教職員の方には、こうした規則や方

針についてよく知っていただき、自分の健康は自分で守るのだという意識をも

ってほしいと思います。 

（教育長）  では、他にご意見・ご質問がないということで、この議案について承認され

る方は挙手をお願いします。 

 ＜全員挙手＞ 

（教育長） 本案を承認可決することといたします。 

 

議案第２号 令和３年度 学校教育の指針・重点施策について 

（教育長） それでは，議案第２号「令和３年度 学校教育の指針・重点施策について」

事務局の説明をお願いします。 

（指導主事） 資料２の説明 「武豊町学校教育の指針」「武豊町の学校教育の重点施策」

について説明します。「求める子ども像」「求める学校像」は本年度を踏襲しま

す。令和３年度は，「いのちの教育」「主体的・対話的で深い学び」「特別教育

の充実」「社会的自立を目指した不登校児童生徒への支援」「ＩＣＴ機器を活用

した授業」「教職員の働き方改革」「家庭や地域社会・関係機関との連携」に取

り組みたいです。 

（教育長） ご質問等がありましたら挙手をお願いします。 

（教育委員） 武豊町には町民憲章という素晴らしい理念があります。今後の武豊町の教

育に、ぜひ町民憲章の理念を反映していただき、よりよい教育を進めてほしい

と思います。 

（教育長）  では、他にご意見・ご質問がないということで、この議案について承認され

る方は挙手をお願いします。 

 ＜全員挙手＞ 

（教育長） 本案を承認可決することといたします。 

 
議案第３号 令和３年度 全国学力・学習状況調査の実施について 
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（教育長） それでは，議案第３号「令和３年度 全国学力・学習状況調査の実施について」

事務局の説明をお願いします。 

（指導主事） 資料３の説明 調査実施日 令和３年５月 27 日（水） 

・対象は，小学校第６学年，中学校第３学年の全児童生徒 

・昨年度より，「Ａ：基礎」「Ｂ：応用」を合わせた１つの調査となります。 

・教科は「国語」「算数・数学」の２科と生活・学習に関する質問用紙。 

次の２点について審議をお願いします。 

① 武豊町立小中学校において，令和３年度全国学力・学習状況調査を実施する。 

② 武豊町教育委員会において，個々の学校名を明らかにした調査結果の公表は

しない。 

（教育長）  では、他にご意見・ご質問がないということで、この議案について承認され

る方は挙手をお願いします。 

 ＜全員挙手＞ 

（教育長） 本案を承認可決することといたします。 
      議事が終わりましたので，司会をお返しします。 
 
５．報告事項 
（教育部長） ありがとうございました。それでは，続いて連絡事項をお願いします。 

（1）卒業式・入学式の案内について 

（指導主事） 資料４（資料兼公文書）の説明 

   ・卒業式 中学校３月３日 小学校３月 19 日 

   ・入学式 中学校４月７日 小学校４月６日 

      新型コロナウイルス感染症対策として，告辞等は書面にて行います。 
 

（2）スポーツ功労者表彰式について 

（スポーツ課課長補佐） 資料５の説明。 
       今のところ、２月２１日の日曜日午前１０時から地域交流センター２階多

目的室にてスポーツ功労者表彰式を行います。今回の被表彰者は、33 人とな

ります。コロナ禍の影響を鑑み、規模を縮小させていただき、来賓のご招待

は控えさせていただきます。同会場にてスポーツセミナーも開催いたします。 

 

（3）学校の近況について 

（指導主事） ①最近の動向 ②冬季休業中の様子 ③武豊町教育支援委員会に関する経

過報告 等について説明 

 

（4）当面する行事予定について 

（指導主事） 資料６（１月～４月）について説明 
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６．その他 
（1）町民会館より 
 ・事業報告及び予定 
（町民会館事務長補佐） 当日配付資料の説明   

ゆめプラ通信（１～２月のイベント情報） 

 
（2）生涯学習課より 

・親子ふれあい教室について 

（生涯学習課長） 資料７の説明  親子ふれあい教室開催中止 

 ・成人式について 

（生涯学習課長） 武豊町成人式（1/10） 

 

 

（教育部長） 最後に，教育委員より一言お願いいたします。 

 
（教育委員） コロナ禍にあり、緊急事態宣言が出される状況となっています。国民の行

動様式の変容について、教育という視点で考えることも重要です。例えば、日

本のこれまでの教育を考えると、国民は細かな指示やルールを与えればきちん

とそれを守る、という規範意識が育っています。しかし裏を返せば、細かな指

示を出されないと、どう行動してよいのか迷う人たちも出てきてしまいます。

今の教育は、自分で考えて行動する、自立し、正しい判断ができる個人を育て

る教育に変わりつつあります。子どもたちが将来、コロナ禍のような難局に当

たっても、個々が正しい判断をして、的確に行動できるように、教育していく

ことを期待します。 

      新型コロナウイルス感染症については、経済活動の自粛もあり、保護者が家

の中にいることで、子どもが家族そろって食事をする場面が増えてきていると

いうデータがあります。子どもにとって、食事の場面での家族の何気ない会話

が、お互いの意見を受け止めたり、理解をしたりする、合意形成の訓練の場と

して非常に重要であると考えています。家族内での会話が増えることによって、

子どものよりよい成長につなげていきたいです。 

      コロナ禍の時代であるからこそ、教育の重要性はますます高まってきている

と感じます。一方で、教員になる方が減っているという話も伺っています。感

染を防ぎ、よりよい社会を築いていくのは教育の大切な役割です。教職をもっ

と魅力のある仕事にしていくことが重要だと思います。 

           

（教育委員） 成人式が無事に行われたことを嬉しく思います。コロナ禍の中でできたと

いうことを成人の方には感謝の気持ちをもってほしいし、それを支えた関係者

の努力に対して敬意を表します。 
      コロナ禍にあり、初めてＥラーニングをしました。自宅で手の空いた時に、 

会場へ行かなくても研修が受けられてとても便利だと思いました。研修内容は 
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介護現場におけるヒヤリハットについてでした。介護の場面では予想される事 
故を未然に防ぐため、先に手を講じるそうです。そのため、本来であれば自分 
でできるような活動でさえ、介護してしまい、自立の場面を奪ってしまうこと 
もあるそうです。安全に配慮しながら自分の力でできることを見守る、できた 
ときの笑顔を大切にし、それを職員間で共有する。そうしたことが、さらなる 
自立に向けた支援につながるそうです。 
学校教育も同様で、担任の先生が知っているその子の得意なこと、好きなこ

となどの情報を、全体で共有する。できたときの笑顔を全体で共有する。こう

したことが子どもに自信をもたせ、より成長させることにつながるのではない

かと思います。コロナ禍ではありますが、子どもの笑顔をどんどん増やしてい

ってほしいと思います。 
 
（教育委員） 教育には信頼関係が大切だと思います。不安を抱え、行動が落ち着かなく

なったり、不登校になったりする子どもに対して、信頼関係が築けたり、安心

させてあげられたりする大人が一人でも存在するとよいです。なぜそのような

行動になってしまったのか、根本的な問題は何かを捉えて対応をしてほしいと

思います。 
コロナ禍が続き、社会全体が新型コロナウイルス感染症について慣れてきて

しまっていることを危惧しています。この感染症については、さまざまなデー

タ、エビデンスがわかってきました。例えば、感染してもＰＣＲ検査で陰性と

なる場合もあったり、感染の状況では飛沫感染だけでなく、ドアノブを介して

の接触感染があったりするなど、いろいろな情報がわかってきています。現在、

学校ではさまざまな対応をし、効果を発揮しています。コロナ禍に慣れてきて

しまっている今だからこそ、こうした科学的根拠に基づいた対策を今一度確認

し、的確な指導を行っていってほしいと思います。 
 
（教育委員） 学校でＩＣＴ機器の活用が進みつつあります。昔ながらの黒板にチョーク 

を使っての指導が変わりつつあると思います。それぞれのよさを生かしながら 
時代の変化に対応していってほしいと思います。 
コロナ禍で、さまざまなうわさやデマも飛び交っています。また、コロナ禍

に限らず、社会の中にもデータが改ざんされたり、虚言があったりとさまざま

な情報が存在します。さらに、その情報を公表することの是非についても考え

る必要があります。このように正確な情報を的確に捉えることが難しい時代と

なってしまっていることを心配しています。 
そんな時代だからこそ、少しでも子どもや学校を守るため、正しい情報の入

手と適切な判断や行動が求められるのだと感じました。 
 

 
（教育部長） ありがとうございます。以上をもちまして定例教育委員会を閉じます。 

（一同） ありがとうございました。 
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令和３年  月  日 
署 名 

                                   

 

                                   

 

                                   

 

                                   

 

                                   
 
 
                      作成者  稲 垣  勉  


